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25,諸種の崎形象花および崎形玄米を部分的に 出現する稲2札に就きて. 日作紀 14:
241-250(1943).


































































56.アルカリ検定法に よる米の品種鑑識に就きて (近藤万太郎と共著). 日作紀 12:
325-332(1941).
















67.種子の研究雑話 (1)発芽作用物掛こ就 きて (1),育種と鍵芸 2(4-5):46-52
(1947).
68.種子の研究難詰 (2)発芽作用物掛 こ就きて (2).育唖と伯芸 2(6):23-25(19
47).




























































14.米穀の低温長婚肺 砥試験 (11カ年貯践)(近藤万太肌 秋田史郎と共箸)･農学研究
37:38-40(1947).














1.雑草唾棄の研究 (第1報)禾本科 (近藤万太郎,寺坂佑視と共著).農学研究 24:
95-111(1935).
2.雑草種実の研究 (第3報)許草科 (近藤万太郎,寺坂摘視と共著).農学研究 29:
62-82(1938).
3.雑草唖実の研究 (第4報)雑の部 (近藤万太郎,寺坂府視と共著),農学研究 31:
238-268(1939).
4.雑草種実の研究 (第5報)禾本科 (近藤万太郎 と共著).農学研究 31'269-289
(1939).
5.雑草極安の研究 (第6報)菊科 (近藤 万太郎 と共著).農学研究 32:31ト338
(1941).
6.雑草唾棄の研究 (第7報)夢科 (近藤 万太郎 と共著),農学研究 32こ339-356
(1941).
7.雑草塵実の研究 (第8報)董科 (近藤 万太郎 と共著).曲学研究 34:461-478
(1942).



















18･50年間哩土したイグサ種子 および水田雑草磁子の発芽と生育 (西 克久,上山良人
と共著).典学研究 51:75-101(1965).
191走査電子顕微鏡で見た雑草の粒子 (藤沢 技と共著).農薬通信 93:ト3(1975).
20･走査電子節徴鏡による雑草確実の表皮細胞の形態 (藤沢 技と共著).雑草研究 21
(別号):79-81(1976),
21･雑草の菓組織の酸索 プラズマ低温炊化法に よる分類鑑定の研究 (1). 日作紀 45
(別2):65-66(1976).
22･走査電子塀徴鏡で見た種実の造形 (1)(藤沢 浅と共著),植物と自然 11(8):1-9
(1977).







































1.本邦雑草の塩原および地理的分布の研究 (1) 水田雑草の唖頬.農学研究 37:81
10(1947).




















































































12,薬剤による雑草の駆除試験 (第9報) 再び苗代の除草に就 きて.農学研究 36:
239-251(1944).
13,薬剤による雑草の駆除試験 (第 10轍) 小麦畑の薬剤除草と労力および経費に就い
て.蹟学研究 36:252-267(1944).

















110 段 学 研 究
27･水田の敷革と雑草防止劾架,虚業及園芸 24.･401-403(1949).


























48.新除草剤 IPC 出発及園芸 25:781-782(1950),
49.瓜家で行った2,4-Dの試験結果はどうであったか.若い虚業 5(6):23-27(1950).















稲の生育収並に及ぼす影鞘 (木下 収と共著).曲学研究 40:137-150(1952)I
59.水田雑草ヒエ防除に関する研究.第 1報 湛水の探快がヒエの発芽生育および稲の
生育に及ぼす試験 (木下 収と共著).日作紀 319-320(1953).
60.水田雑草ヒエ防除に関する研究 (第2報)(木下 収と共著). 日作紀 22(3-4):
7-8(1954).



















70.水田裏作麦閏の雑草防除に関する研究 (第2報)(木下 収,平田 勝と共著).農学
研究 43:86-104(1955).
71.水田発作麦問の雑草防除に関する研究 (第3報)(平田 勝,原 栄,武田満子と共
著).曲学研究 43:181-212(1956).







771水稲直播田の除草剤試験 (そのⅠ)(西 克久と共著).岡山県汲第学会誌 1:3-4
(1962).
112 段学研究
78･除草剤の作用性に関する研究 (定金 華と共著).雑草研究 2:1051109(1963).
79.2.4,5-T,2,4lD.ATA,CAT▲DPA の軒用および促合剤に よ る非農耕地, 山林
原野細物の殺草,殺木反応 (相 克久, 木村忠司と共著).雑草研究 2:76-81
(1963).
80,プラスチックフィルムのマルチによる腰度,土妨水分,土壌 pHの変化とレタスの生
育および雑草防除との開床 (西 克久と共著).史学研究 50:79-102(1964).
81･我国における雑草押渚について.雑草とその防除.(関東東山地域雑草防除協議会)
2:12-16(1964).
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3,岡山市津島避跡 (弥生前～後期)の作物 お よび雑草裁子について (黒田耕作と共
新).日作紀 39(別2):97-98(1970).
























































3.耕地雑草の諸研究.総合作物学 (佐々木 喬監修).雑草の部 :100-186.地球出版
社,東京 (1952).
4.雑草と2,4-Dの上手な使い方.鍵業百科文雄 13:181頁.朝倉壱店,東京(1952).
5.水田雑草ノビ-の防除に関する研究 (戸苅意次,佐藤 庚,江原 瀬,清水正元,八


















15.雑草の歴史.雑草の科学 (沼田 _ff鋸):69-135.研成社,東京 (1979).
58巻 (1979) 115
